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表1	
 2010年度	
 「生活と科学演習」授業テーマと課題の一覧表（一部略） 
展

開 
授業 課題 

回 日程 授業テーマ 提出日 課題テーマ 

I 

   10月 
4日 

(a)【看】目次・はじめに・ 
要旨（細目次）・16赤ん坊の世話 

1 
10月 

8日 
「生活と科学」演習とはどういう授業か？ 
「いのちの歴史」から「生活の科学」へ 

11日 (b)【看】1換気と保温 

2 15日 
「換気と保温」とライフサイクル 

学びの成果を日常生活にどう活かす？ 
18日 (c)【看】2住居の健康 

3 22日 
「住居の健康」とライフサイクル 

生活（生命を活かす）ための居住環境をつくる 
25日 

(d)【授】第1回～第3回総括 
(e)【看】10部屋と壁の清潔 

・11からだの清潔 

4 29日 
「部屋と壁の清潔」・「からだの清潔」と 

ライフサイクル 
清潔にすることの意味、その実現 

  

5 
11月 

5日 

「部屋と壁の清潔」・「からだの清潔」と 
ライフサイクル II 

清潔にすることの意味、その実現 II 

11月 
8日 

(f)【看】8ベッドと寝具類・9陽光 

6 12日 
「ベッドと寝具類」・「陽光」とライフサイクル 

昼間と夜間の生理構造 
15日 (g)【看】5変化 

7 19日 
「変化」とライフサイクル 
ライフサイクルの多重構造 

22日 
(h)【授】第4回～第7回総括 
(i)【看】6食事・7食物の選択 

8 26日 
「食事」・「食物の選択」とライフサイクル 

昼間と夜間の生理構造 II 
29日 

(j)【看】目次・要旨（細目次）・ 
おわりに・序章 

II 

9 
12月 

3日 
「序章」を通した『看護覚え書』総括 I 

「生活過程」とは？「生活過程を整える」とは？ 
  

10 10日 
「序章」を通した『看護覚え書』総括 II 

F.N.の説く「生命の法則」とは？ 
12月 

13日 
(k)【授・看】「生命とは・人間とは」 

から「各論」の意味を問う 

11 17日 
人間の生活一般の体系像を創る I 
構造：柱を打ち立てる 

20日 
(l)【授・看】「生命とは・人間とは」 
から『看護覚え書』を体系化する 

12 24日 
人間の生活一般の体系像を創る II 
構造：骨組みを深める 

  

III  冬休み レポート書初め！ 
1月 

11日 
(m)【冬】2010年をどう過ごしたか・ 

2011年の目標 

IV 

13 
1月 

21日 
総括討論 I ―総括発表討論会に向けて― 

方向性を定める 備考	
  
【看】『看護覚え書』の課題 
【授】授業の総括 
【授・看】上記の双方を重ねた課題 
【冬】冬休みの課題 

14 28日 
総括討論 II ―総括発表討論会に向けて― 

内容を深める 

15 
2月 

10日 
総括発表討論会 
健康な生活とは？ 
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表2	
 展開 Iにおける学生の学びの具体性（一部抽出） 
課題・回 学生のレポート コメント 

(a)【看】
目次・ 
はじめに 
・要旨・ 
16 赤ん坊
の世話 
 
第1回 

看護の知識は誰もが身につけておくべきものである 
【学んだ内容】誰もが、一生に何回かは誰かの健康上の責任を負うこ

とがある。だから、日々の健康上の知識や看護の知識は誰もが身につ

けておくべきものである。私たちは、自ら進んでどのように看護する

のかを学んでいかなければならない。まず、赤ん坊の世話について学

んでみる。赤ん坊の為に気をつけなければならない事柄は以下である。

1新鮮な空気、2適当な温かさ、3体と衣服、ベッドと部屋を清潔にし
ておくこと、4適切な食べ物を規則正しい時刻に与えること、5驚かせ
たり、体やか弱い神経をむやみにゆさぶったりしないこと、6 陽光を
採り入れ、機嫌をよくさせておくこと、7 ベッドにいるときも、起き
ているときも適切に着せておくこと。そして、この全てを工夫してや

っていくことが赤ん坊を守る為に大切なのである。 

目次の各項目が『赤ん坊の世話』に入

っていると確認できたものの各論はバ

ラバラに見える筈。つまり、諸君には生

活過程として一体化して描くことは難

しかろう。生活とは端的には人間生命の

活動。「生命とは・人間とは」は既習事

項。しかし、ここから直接諸君の生活の

一齣一齣を捉える事は難しかろう。そこ

で『看護覚え書』。各論から自己の生活

を整え、各論の意味を「生命とは・人間

とは」から捉えていく。：学びの基本線。 

(b)【看】 
1 換気と
保温 
 
第2回 

患者にとっての換気と保温の重要性 
【学んだ内容】看護の第一原則は、屋内の空気を屋外の空気と同じく

清浄に保つことである。新鮮な空気の入ってこない部屋の空気は淀ん

でおり、たくさんの病原菌が存在している。故にいかなる場合も、空

気は常に屋外から、しかも最も新鮮な空気の入る窓を通して、採り入

れなければならない。しかし、換気する際に患者の体を冷やしてはい

けない。部屋の温度まで外気と同じに冷やす必要はない。清浄な空気

が必要であると同時に、患者を冷やさない程度の室温の確保も必要だ。 
【自己の生活がどう見えてきたか】閉め切った部屋に病気が潜んでい

るとは思わなかった。学校へ行く前に部屋の窓を閉める。学校から帰

ってくるとムッとしていることが多い。朝食をとった後の食器がその

まま台所に置いてあるため部屋が臭い。すぐ窓を開けるが、アパート

の部屋は窓が一つしかないため、新鮮な空気が余り入ってこない。『看

護覚え書』には、臭いを取り除くのではなく臭いの元を取り除くこと

が重要だと書かれていた。これからは汚れた食器は片付け少しだけ窓

を開けて学校に行こうと思った。冬は厚着して換気を行おうと思った。 

	
 微生物研究が盛んになるのは、この書

が記された頃から後である。従って下線

部の表記はない。 
副題は、「看護」としてはよい。但し、

本科目は自己の生活を整える事に目的

性がある。その意味で【自己の生活がど

う…】はよい。皆も、この様に実際にあ

る事あった事を踏まえて、そこにどう学

びが活かせるか…と考えてほしい。 
	
 ただ、確かに換気は大切だが、「女性

の一人暮らし」という条件では、留守時

や睡眠時に窓を開放とはいくまい。小窓

や換気扇の使用や安全な時に可能な限

り開放するなど工夫が必要である。 
窓が一つという事だがドアや換気扇

で風の道は作れないだろうか。… 

(c)【看】 
2 住居の
健康 
 
第3回 

清潔な状態を保つことで健康が保たれる 
【学んだ内容】病気とは、私たちが自ら招いてしまったある状態に対

する、自然の思いやりのこもったはたらきである。私たちが清潔な状

態を保っておけば、病気を予防することができる。住居の健康を守る

ためには、清浄な空気、清浄な水、効果的な排水、清潔、陽光が基本

的な要点となる。これらのどれを欠いても住居が健康であるはずがな

い。陽光の入らない暗い家は、例外なく不健康な家であり、空気の汚

い家であり、不潔な家である。暗い家に住んでいる人びとは健康を失

い、ひとたび発病すると、その家に暮らしている限り、回復は不可能

である。また、部屋を閉め切っておけば清潔を保てるなどと思っては

ならない。閉めきっておくことは、部屋およびそのなかにあるものい

っさいを汚すためには最適の方法なのである。 

ナイチンゲールは病気を「状態」19）

と捉える。現代は普通病気を「菌やウィ

ルスによる」と「実体」20）的に捉えて

ないか。諸君はどう考える？ 
事実を見ると、菌・ウィルスによる感

染症は起こる。しかし同じ状況にあっ

て、感染しない人・感染はしても発症し

ない人もいる。これは、その菌・ウィル

スとその人の生命力との闘いによって

決まってこないか。外界から毒す力とそ

の人の衰え。両側面の状態を生活がつく

るのではないか。… 
(d)【授】
第 1 回～
第3回 
総括 
 
第4回 
 

事実を事実としてとらえることの大切さ 
【学んだ内容】第 1の人生、これは、まだ自分で生活できない。子ど
もを親が世話をする。子どもの健康は、親の指導が影響する。しかし、

第 2の人生では、社会の主役となり、自分で生活することができる。
生活とは、生きて活動することだ。寝る・食べる・出す…バラバラに

見えるが全部人間の生活なのだ。生活習慣はすぐに変えられるもので

はない。よって、今の私たち、第1の人生と第2の人生の間、この大

学生へ質問【自己の生活がどう…】の

中で、どこが事実で、どこが思いか？ 
学生の回答：「事実は、日当たりの悪

さに対して、タンスの位置や、机の位置、

変えられるところはあるということ。 
思いは、日当たりの悪さは家の構造上

仕方がないという考え。」 
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(d)【授】
第 1 回～
第3回 
総括 
 
第4回 

学生活の間が健康な人生を送るか送らないかの岐路なのである。その

為には、日常生活を科学的にとらえる必要がある。 
科学的な物事の見つめ方の出発点は、①事実、②目的意識性、つま

り、目的を意識して事実をとらえることだ。まず、この事実を事実と

してとらえることが大切で、もっと言えば、外界からの反映によって

描かれた像と内なる思いを混ぜないように分ける訓練が必要である。 
【自己の生活がどう見えてきたか】自分を含め、家族全員の健康を守

る為、家の中のあらゆることを事実として捉えてみた。中でも深刻な

問題は、日当たりの悪さ、換気、ほこりである。 
日当たりの悪さは家の構造上仕方がないと考えていたが、これは本

当に事実なのかと考えたときにもう一度家の中を見回したところ、タ

ンスの位置や、机の位置、変えられるところはある、ということに気

がついた。日当たりの悪さがどう健康に影響するのか、家族に話した

上で、協力してもらおうと思った。 

 
合格。一点だけ注意！事実と思いを分

けることは大切だが、事実の意味を捉え

るには、文化遺産から見る事は大切。 
例えば、窓を見たときに単に「窓」と

反映するのは出発点。1ヶ月の学びを経
て同じ窓が「換気の為にはどう開けたら

よいか」となってきた筈。つまり、生活

全体の中で窓が位置づけられ「呼吸を支

える部屋と外との空気の出入り口」とし

て「窓の意味」が見えてきた筈である。 
この「意味」は単たる思いではない。

対象の性質の認識＝「論理」である。 

(e)【看】
10 部屋と
壁の清潔 
・11 から
だの清潔 
 
第5回 

1. 正しい清潔方法 
【学んだ内容】皮膚からの排泄物は、身体を洗うか衣類に吸着させる

かして取り除かないかぎり、付着したままそこに留まるのである。皮

膚に分布する小さな孔も、排泄物によって塞がれてしまわぬよう、絶

えず排泄物を除去しておかなければならない。換気も皮膚の清潔も、

身体から有害物質をできるだけ速やかに取り除くことが目的である。 
 
2. 部屋と体の清潔を維持することの必要性 
【自己の生活がどう見えてきたか】皮膚を塞ぐことで傷めてしまった

と気付いたのはペディキュアによってである。以前、足の爪にペディ

キュアを塗り、普段なら暫くしてすぐに除光液で剥がすのに、その時

は、ずっと塗ったままにしていた。すると、薄い桃色を塗っていたの

に爪自体が紫色に変色してきた。 
慌てて除光液をつけて落としたが、爪の変色は元に戻らず、皮膚科

に受診した。すると、先生から「爪も呼吸しているのだから今は呼吸

が出来なくなっていたんだよ」と言われ驚いた。「皮膚も呼吸してるん

だな」と改めて感じたし、気をつけるようになった。 

事例はショッキングだが、この説明は

不正確。爪自体は呼吸していない。それ

自体は死んだ細胞。 
人間の体では、死んだ細胞が角質層と

なって表面を覆い、体の内部を守ってい

る。爪もそう。 
人間は高度に分化した多細胞生物。多

細胞生物は生まれてくる細胞と死んで

いく細胞の複合体としての個体。細胞レ

ベルの生と死のバランスが取れていて

初めて個体レベルの生が全うされる。 
垢とは古い角質層。垢を除去すること

で新しい角質層が表面化する。つまり、

細胞レベルでの死と生の動きを活性化

して個体レベルの生を活性化できる。 
皮膚呼吸は生命進化から捉えるべき。

… 

(f)【看】 
8 ベッド
と 寝 具

類・9陽光 
 
第6回 

1. つくり変えを行うためのまわりの環境 
【学んだ内容】人間は代謝の過程において、肺と皮膚からも水分を排

出する。その水分中には有機物がたっぷりと含まれていて、それらは

寝ているときにも発散される。発散された水分は、寝具類に吸収され、

その寝具類で寝ているとき、発散物を体内に再吸収してしまうのであ

る。これを防ぐために、空気を通して乾かさなければならない。 
	
 また、新鮮な空気の次に欠くことができないのは、太陽光線である。

植物が光に向かって成長するように、物質に働きかけて造りかえる作

用がある。このため、ベッドも空と陽光が見える場所に置かれておく

べきである。生命は地球から誕生したのであるから、自然の力は人間

にとって強い物なのである。 
 
2. 使用中の寝具類の湿気を取り除く 
【自己の生活がどう見えてきたか】私は毎日、7～8時間はベッド上で
眠る。私の生活を1週間続けると、49～56時間はベッド上で生活して
いる。天気の良い週末は布団を干している。しかし、悪天候が続く日

があると、2～3週間、干せないこともある。できるだけ空気を通すた
めに、毎日、半面の布団をたたんで、繰り返してみようと思った。 

	
 前期に学んだ「生命とは・人間とは」

から課題を捉えたことはよい。だが、ナ

イチンゲールは下線部の様な言葉をこ

こでは使っていない。 
	
 但し、彼女の頭脳に「代謝」という概

念がなかったか、「地球と生命との繫が

り」が描けてなかったか、というとそう

でもない。「代謝」は当時の先端の科学

から。また「地球と生命との繫がり」は、

彼女が育った自然環境の豊かさから、自

然と描かれていた筈。… 
問い：肺と皮膚からの水分の排出量が

24時間に約1.5ℓ～2.0ℓ程度。8時間の睡
眠中に排出された水分が全てベッドと

寝具類に吸収されたとすると、約何ℓで
何gと見積もられるか。更に、1週間で
は、そして、1ヶ月では、約何ℓで何kg
と見積もられるか。 
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(g)【看】 
5変化 
 
第7回 

1. 変化がもたらす身体と心への影響 
【学んだ内容】身のまわりの変化は回復の手段である。単調な食事は

消化器官を損い、単調さは神経組織を損う。一方で、目に映るいろい

ろな物の形状や色彩や明るさの変化は、気分だけでなく身体にも影響

を及ぼす。心が身体に及ぼす影響は大きい。いろいろな心配事に悶々

としている時、外出したり、場所や相手を変えて食事を楽しんだりし

て気晴らしをする。自分ではなかなか気づきにくいが、このことによ

って心の悩みは軽減している。また、手先の仕事も同じような効果を

もたらす。男性であれ、女性であれ、誰でも自分の手仕事（ちょっと

した針仕事、ちょっとした書きもの、ちょっとした掃除など）をいく

つか持っている。これらの手仕事は、やはり自分では気づかないが、

何よりの救いとなっている。これを奪われたり、または際限のない手

仕事は苛立ちが募る原因となる。 
 
2. 変化が回復への手段になる	
  
【自己の生活がどう見えてきたか】ここで自分の生活を振り返ってみ

ると、我が家では季節ごとに家の中の装飾物が変わる。夏なら夏のも

のを、冬なら冬の物が部屋のあちこちに飾られるのだ。また食事も季

節のものが出され、「衣食住」から変化を感じることができる。 
今まではそれが普通だと思って暮らしていたが、今回の章を読んで、

季節ごとの変化を重視する我が家の生活環境は私の健康を支えていた

のかもしれないと思った。 

	
 ストレスへの対処法をここに重ねて、

「田んぼが一面に広がる所で少し高く

風が気持ちいい堤防を歩いている」とい

う人と「音楽を聴きながら漫画を読む」

という人がいた。後の人は「落書きが好

きで落書きができない場面に出くわす

と落ちつかない」という。… 
	
 人間は生命進化の果てに誕生し、社会

を築き、労働を積み重ねて、現在の人間

へと変ってきた。人間の体と心の仕組み

には、この二重の歴史性が宿る。この事

を踏まえてこの章を味わって欲しい。 
 
自然には四季や昼夜の繰り返しがあ

り、これに繋がる生理的な繰り返しが体

の中にもある。これが滞りなく流れるよ

うな生活が大切であり、リズムが大切と

なる。このリズムを持った生活過程をラ

イフサイクルと呼ぶ。人生というスパン

から 1 日までどういうリズムがあるか
考えよ。… 

(h)【授】
第 4 回～
第7回 
総括 
 
第8回 

1. ライフサイクルの中に生体と環境の相互浸透を描く 
【学んだ内容】部屋と壁の清潔、からだの清潔、ベッドと寝具類、陽

光、変化という5項目の意味を考えた。生命体は代謝（摂取・自己化・
排出）をすることで生命維持をしており、この営みに必要な要素や条

件であると学んだ。そして、ライフサイクルとして、地球の運動リズ

ムに合わせて、人間は自身のリズムをつくり出している。 
季節の移り変わりという 1年の変化、月経周期や給料日（経済面で
の区切り）という 1ヶ月の変化、学校（仕事）と休暇や曜日毎の活動
という1週間の変化、昼と夜といった1日の変化。外界（環境）の変
化と共に身体レベル、社会レベルでの変化がライフサイクルにはある。 
人間はその中で生活しているゆえに、変化に合うように 5項目を実
践する必要がある。この時、事物の性質を理解し、目的とする像をき

ちんと描くことで、初めて正しく行動できるのである。 
【自己の生活がどう見えてきたか】洗濯物を干す上では、陽光に当る

事だけを考えるのではなく、冬場であれば、乾いた洗濯物が冷えない

うちに取り込む必要がある。1 日の温度の変化にも注目しなければな
らないのだと分かった。 
 
2. 人間のライフサイクルを整える 
【学んだ内容】栄養代謝器官、運動器官、それらを統括する器官のバ

ランスを整えながらライフサイクルを創っていくことが大切である。

人間はこれらを本能で行うことができなくなってきた。サルからヒト

へ、ヒトから人間へという進化の段階の中で、認識というものが複雑

になってきて、人間には本能とは関係のない“労働”というものが加

わってきた。認識によって人間は自分の生活を創っていくのである。

だから、自分のライフサイクルというものを自分で創っていかなくて

はならない。 

10月は1日24時間を通してほぼ共通
して大切な事を主題とした。11 月はラ
イフサイクルのリズムが現れる主題を

学んだ。リズムを持った生活過程として

「ライフサイクル」が描かれてくると、

各論全てがその一環として描かれ始め

てきた筈である。 
 
1日には昼間は活動、夜間は休息とい
うリズムがある。従って、「昼間の生理

構造：運動器官中心・栄養代謝器官は従

属、但し常に動き続ける」⇔「夜間の生

理構造：運動器官は休息・栄養代謝器官

は身体の再生に集中」となる。 
統括器官は、栄養代謝器官同様、常に

働き続けるが、身体全体の昼夜の生理構

造リズムも統括する。人間の場合、認識

主体の労働による歪みとその是正（＝整

え）が特殊性として加わる。21) 
	
 昼間消費した分・歪んだ分、夜間に再

生・整えられるというサイクルが滞りな

く進んでいけば、健康⇔消耗・歪みが積

み重なっていけば、ある時、突然レベル

で修復過程が現象してくる：病の症状。 
この昼夜サイクルに「食事」・「食物の

選択」が関係する。… 
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人間は感覚器官でとらえた像（認識）を外界へと反映して行き、そ

してその働きかけによって変化した環境を、更に自分の脳へと反映さ

せていく。これの繰り返しによってライフサイクルを創っていくので、

まずこの認識から整えていくことで、健康な体づくりへのライフサイ

クルになっていくのである。 

 
下線部には、ここから目的像を形成す

る段階が、本来存在する。 

(i)【看】 
6食事・ 
7 食物の
選択 
 
第8回 

食物の影響を注意深く観察すること 
【学んだ内容】食物が豊富でありながら、食物を食べる方法について

注意の向け方が不足していることで、餓死のような重大な結果を引き

起こす。まずは、食事時間に注意する必要がある。時刻を正確に守っ

て食事しないと、時刻を指定されている他の用務との重なりを避けつ

つ、改めて食事予定を組み直さなければならない。そして、病人食は、

衰弱した消化力の働きの半分を代行するものである必要がある。 
	
 何から栄養摂取できるかは、当人の胃が判定するので、注意深く観

察しなければならない。健康人にとっては栄養となる牛肉が、病人の

疲弊した胃では消化できないため、同じものでありながら最も栄養に

ならない食物になることがある。また、これと反対に、健康人が牛肉

スープなどの治療食ばかりを摂っていると、またたく間に体力を喪失

してしまう。食物の影響を注意深く観察することは、呼吸する空気に

注意を払うことに次いで、重要なことである。 

	
 調理は、病人だけでなく健康人に対し

ても「消化力の働きの半分を代行」する。

サルからヒト、人間への歴史で、食物も

森林の物から草原・川・海の物に拡大し、

更に火を用いる事で、食べられなかった

物が食べられるようになった。… 
 
	
 昼夜リズムの理想を 22:00 就寝 6:00
起床として、夕食を何時に設定するか。

その後、食べ物がどう消化吸収され、夜

間身体はどのように再生されるか、過程

を検討せよ。更に、サークル・アルバイ

ト等で理想のリズムを刻めないとき、ど

のように対処したらよいか検討せよ。… 

 
 
表3	
 展開 IIにおける学生の学びの具体性（一部抽出） 
課題・回 学生のレポート コメント 

(j)【看】 
目次・要旨

（細目次） 
・おわりに 
・序章 
 
第9回 

1. 生命力の消耗を最小にするように整えること 
【学んだ内容】すべての病気は、そのどの経過のどの時期をとっても、程度の差こそあれ、その

性質は回復過程である。毒されたり、衰えたりする過程を癒そうとする自然の努力の現われであ

り、それは何週間も何ヶ月も、ときには何年も以前から気づかれずに始まっていて、このように

進んできた以前からの過程の、その時々の結果として現われたのが、病気という現象である。 
病気につきもので避けられないと一般に考えられている症状や苦痛は、実はその病気の症状な

どではなくて、全く別の事からくる症状―すなわち、新鮮な空気とか陽光、暖かさ、清潔さ、静

かさ、食事の規則正しさと食事の世話などのうちのどれか、または全部が欠けている事から生じ

てしまう症状である事が非常に多い。 
看護をするにあたって、新鮮な空気、陽光、暖かさ、清潔さ、静かさなどを適切に整え、これ

らを活かして用いること、また食事内容を適切に選択し適切に与えることが重要である。そして、

こういったことのすべてを、患者の生命力の消耗を最小にするように整えることを、看護は意味

すべきなのである。 
しかし、よい看護を構成する真の要素は、健康人の為のものも、病人の為のものも同様に、殆

ど理解されていない。健康の法則、即ち看護の法則の両者は実のところ同一なのである。そして、

その両者の法則は、病人の中にも健康人の中にも共通して働いているのである。 

【学んだ内

容】を、病気

（一般と現

象）・症状・看

護・健康の法

則（看護の法

則）という点

に基づいて整

理せよ。 

以下、全て【これまで生活と科学を通して学んできた事がどう見えてきたか】 
2. 看護とは自然が癒すのを助ける働き 
この演習を通して自己の生活の捉え方が一変した。演習を受ける前の自分の部屋といったら、

健康を害する条件が揃った恐ろしい部屋だと言える。まず、窓は殆ど閉めきったままで換気が殆

どなされず、やたらと出っ張りばかりがあり（物などが積み重なって）日光はカーテンによって

遮られていた。たまに風邪でもないのに咳が続いていたりしたのも、これが原因だと今なら分か

る。また、改善したら、そのようなことも無くなり、環境が変わるとこうも変わるものなのかと

実感している。更に自分が実践することにより、家族内にもそういった雰囲気ができ、家庭に環

境を意識した行動が習慣づきつつある。 

体系化の土

台は実践：事

実的研鑽であ

る。ここを抜

きにしては嘘

になる。 
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(j)【看】 
目次・要旨

（細目次） 
・おわりに 
・序章 
 
第9回 

3. 人を看る前に自分を看る 
	
 実践したことは、第一に陽光を浴びる事、空気の入れ替えである。朝起きたらまずカーテンを

開け日光を取り入れる。そして窓を開ける。実家暮らしである為、親がいる時はそのまま外出し、

いない時は登校する直前に閉める。帰ってきたらまた就寝するまで開けておく。これを行うと部

屋の中の空気が普段より澄んでいた事が肌で感じ取れた。次に、布団を空気に晒しておくことも

行った。以前は布団から出たらほったらかしであったが、今は掛布団を下の方に畳んでいる。こ

の時、空気の入れ替えが行われているので、新鮮な空気が布団に当たっている。最後に掃除をす

る際に、電気の上や、本棚の埃が溜まっている部分なども積極的に拭くようになった。 

(j)2.-3.の様
な事実を持っ

ていれば、換

気・保温・陽

光・清潔等の

具体的な繋が

りが理解出来

る筈。 

4. 日常生活の行為が心身に影響を与える	
  
換気、保温、陽光、清潔、食事、変化等のそれぞれの面から、現在の状態や改善策を見出した。

それらが繋がってみえてくることもあった。例えば、換気はとても重要であるけど、冷やさない

ように換気することが重要である。それには風の取入れのための窓の位置が大切であり、これは

陽光や変化にも関係してくる。生活は 1つの行動に対して 1つの反応をするのではなく、複数
の反応を示す場合もあるのだ。 

	
 下線部の様

に一つの事が

多重の意味を

持つ事が多

い。他の例を

考察せよ。 

5. 空気・陽光・暖かさ・清潔・食事 
	
 これらは1日の生活過程に深くかかわっている。1日1日が積み重なって1週間、1ヶ月、1
年というライフサイクルになっていく。1日の生活を新鮮な空気、陽光、暖かさ、清潔さ、食事
の規則正しさ、食事の世話、静かさから見直して、より良く健康であるためにどうすれば良いの

かを考える。生活のリズムを崩さないように、これらの項目をしっかりと重視して基本的なリズ

ムをつくることが大切である。 

	
 ライフサイ

クルの中で各

項目間の繋が

りを検討せ

よ。 

(j)【看】 
目次・要旨

（細目次） 
・おわりに 
・序章 
 
第10回 

6. 病気が治るのは、自然の力のおかげである 
病気は医師の治療を受け、薬を飲めば治るというものではない。医師の治療や薬の服用とはあ

くまで患者の自然の力を阻害しているものを取り除くということである。病気を治すのは身体に

備わっている自然の力なのだ。その自然の力を最大限に発揮できるように、患者の身体や環境を

整えるのが看護なのである。 

「生命の法

則」、 Ò 自然Ó
の力とは何

か？ 

7. 家庭衛生と健康の深いつながり 
生活と健康は密接な関係があって、生活を自身で整えていく事で健康を保つ事ができるのだと

見えてきた。清潔、換気、食事、衣服など、日常生活の中での行為を、生命とは、という一般論

から捉えると、人間は摂取・自己化・排出という流れの代謝を行っているので、その家庭衛生を

怠ると、細胞の作り直しが上手くいかなくなってしまうと分った。序章を読んで、病気は回復過

程であり、その過程が滞る事なく、上手く進むように、どう日常生活を整えればよいのか、学ん

できたのではないかと考えた。 

「生命の法

則」から各論

を、円錐形モ

デルに位置づ

けて説明せ

よ。 

(k)【授・
看】「生命

とは・人間

とは」から

「各論」の

意味を問

う 
 
第11回 

からだの清潔は人間の生命力を保つ 
	
 生命体は、地球上で代謝、つまり、摂取・自己化・排出をする事により、生命を維持している。

そこには、身体と世界（環境）、身体と心の関係がある。また、人間は、本能のみに従い行動し

ている動物とは異なり、知性や理性から行動している。その為、社会の中でのみ存在し、ライフ

サイクルの中で各々が生活を創造している。 
「からだの清潔」を以上の事より考える。生命維持に必要な代謝の要素の一つである排出は、

多くの重篤な疾患のばあい、ほとんどが皮膚を通して行われている。ところが、皮膚からの排出

物は、身体を洗うか衣類に吸着させるかして取り除かない限り、皮膚に留まるのである。よって、

皮膚に分布する小さな孔が排出物によって塞がれてしまわないよう、絶えず排出物を除去してお

かなければならない。このようにすることで、身体から有害物質を取り除く事、つまり排出をす

みやかに行うことができ、代謝をスムーズに行うことにつながるのである。 
しかし、人間は生活を創造して生きているので、具体的な方法を自ら工夫しなければならない。

例えば、身体を洗う時は目の粗いタオルの端を熱湯に浸し、指で皮膚にすりこむようにして身体

を擦るのである。 
からだの清潔は、人間であるが故に考えなければ実行できないことであり、実行することによ

って代謝力（生命力）が保たれるのだと考える。 

（左は典型

例。第11回で
は、特定のレ

ポートを取り

上げてコメン

トすることは

なく、全員の

レポートを全

員に配布し、

全員で検討し

た。） 
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 (l)【授・
看】「生命

とは・人間

とは」から

『看護覚

え書』を体

系化する 
 
第12回 

1. 代謝活動は人間の生活一般の体系像の全体を貫く 
	
 第11回では、人間の生活一般の体系像を描くために、底面から頂点までの構造を考えるだけ
でなく『看護覚え書』の各論の繋がりについて考えた。私は「からだの清潔」の意味を人間とは？

生命とは？から位置づけて考え、代謝活動をスムーズに行うために必要な事だと結論付けたが、

他の章について考えた友達も同様に、代謝活動のために必要な事だと結論付けていた。また、代

謝活動以外でも各章は繋がっている事を学んだ。例えば、身体をどんなに清潔にしていても寝具

類が汚れていれば意味ないし、寝具類や空気をきれいにするために陽光の浄化作用が大切である

ことなど。そして、変化は特別で、全ての章の根底にあるものだということも分かった。 
 
2. 人間の生活と代謝とのつながり 
	
 換気と保温は、生活の中で最も優先すべき事である。私達は常に酸素を供給しなければならな

いし、体温が低すぎれば代謝を維持する事はできない。換気と保温、陽光、ベッドと寝具類等の

一つ一つが繫がりや相違性を持つ事もある。ベッドと寝具類は体から排出された有機物を吸収す

るだけでなく保温の役目も持っている。換気を行っても部屋の中が清潔でなければ意味がないと

いう、部屋と壁の清潔との繫がりを換気は持つ。窓一つをとっても、その性質は新鮮な空気を得

る為だったり、陽光を取り入れる為だったりと異なる。そしてこれらは、一日、一週間、一ヶ月、

一年というライフサイクルとも繫がる。人間は新鮮な空気や陽光、食事、体の清潔等を個々とし

てだけでなく繫がりを持ちながらライフサイクルの中で生活をし、代謝関係を保っている。 
 
3. 人間の生命力は、生活過程と直結している 
	
 生命は、地球上で代謝、つまり、自然界から必要な物質を摂取し、自己化し、不要物を自然界

に排出することを繰り返している。代謝を滞りなくすることで、健康に自己を自己として保つこ

とができているのである。よって、この代謝する力は生命力ということができる。また、人間は、

社会の中でのみ存在し、社会の中で形成された認識により、生活を創造して生きている。そのた

め、人間の生命力は、その人の生活過程、生活のあり様と直結しているのである。 
	
 代謝をスムーズに行うための要素や条件が、生活の中にある換気と保温、住居の健康、変化、

ベッドと寝具類、陽光、部屋と壁の清潔、そして、からだの清潔である。 
	
 からだの清潔を成すことにより、皮膚に分布する小さな孔に溜まった排泄物を除去でき、皮膚

からの排出ができる。この時、単に実践するのでなく、ライフサイクルの中で工夫しなければな

らない。例えば、夏であれば汗をかきやすいので、こまめに体を拭くことが必要であり、冬であ

れば体を冷やさないよう保温を意識してする。また、衣類に排泄物を付着させることを考えると、

ベッドや寝具類を清潔にする必要があり、この為には、陽光を取り入れること、換気をして衣類

に空気を通すことを朝夕や季節の変化に合わせてしなければならない。即ち、各項目を関連させ

てみなければならない。しかし、生命維持に酸素が何よりも大切なため換気と保温が優先される。 
	
 以上をまとめると、人間の生活一般の体系像の頂点に人間生命、底面に各人の生活過程、頂点

と底面を繋ぐ間に『看護覚え書』の各項目がある。そして代謝（＝生命力）が全てを貫いている。 
（註：下線部の繫がりには直結＝直接と媒介の双方がある） 

生活の体系

像の頂点はあ

くまで「人間

生命」である。 
「変化」は、

宇宙全体を貫

く一般性であ

る。従って宇

宙の一部であ

る人間生命と

その活動たる

生活を扱う上

では、当然貫

かれている性

質として踏ま

えるべき前提

である。 
 
人間生活を

捉える上での

優先度として

よく言われる

事が、「安全・

安楽・自立」。

(l)2.は安全・
安楽までを説

いている。 
(l)2.の捉え
た優先度の連

関を内に含ん

で、(l)3.の描
いた体系像に

達すれば、1
年次の普遍科

目としては合

格。 
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表4	
 展開 IIIにおける学生の学びの具体性（一部抽出） 
課題(m)  学生のレポート 

2010年を
どう過ご

したか 

人間生命を理解する 
前期では「宇宙地球科学」を学んだ。当初は「どうしてこんなことを？看護師になるのに、宇宙を学ぶって？」

と疑問ばかりだった。しかし、講義を重ねるにつれて、地球誕生から現在までの発展の流れを把握し、人間生命

の環境としての地球の姿をとらえたり、生命発展の流れをたどることによって、その発展の頂点である人間生命

の特殊性を理解することができた。 
後期に入って「生活と科学演習」を学び始めた。『看護覚え書』に基づき、自己の生活を調節する。実際にやっ

てみることで、どのような効果があらわれるのかを体感することができた。そして、その行為と人間生命の関係

を考えることが少しずつだができるようになっていった。 

2011年の
目標 

今までの学びを定着させる 
「生活と科学演習」で『看護覚え書』を読み自分が実際に実行してよかったことを病む人に伝えたいし、どう

して寝具類を清潔に保つことが必要なのかを教えたいと思う。だから、まず学んできたことを自分の中に根拠づ

けてしっかり定着させることが必要だと考える。2 年生になると、専門基礎科目や専門科目が増え、覚えること
も多くなってくる。それらの科目でも人間全体を頭におきながら学んでいきたい。1 年間、時間をかけて人間生
命について学んできたので、それを活かすようにしたいと思う。 

 
 
表5	
 展開 IV	
 総括発表討論会における各班のテーマと要旨 

班・テーマ 要旨 

1班 学び、実践から分かった 
生活過程を整えるとは？ 

陽光、換気、変化、清潔等、授業での学びを踏まえた具体的な生活改善実践（採光・換気・

掃除）と体調改善の事実の報告。 

2班 換気と部屋の清潔 
代謝と換気・清潔の関係を踏まえた上で、換気と部屋の清潔の実践に取り組んできた内に、

鼻炎や皮膚炎が改善してきたという報告。 

3班 生活と清潔 

代謝から清潔一般を説く。清潔と換気の連関から、換気の工夫（窓の開け方・扇風機の使

用・植物の利用＝グリーンカーテン）を示す（季節・防犯も踏まえつつ）。清潔とベッド

の連関を考えて、陽光を用いた布団干しの実践を示す。 
新燃岳噴火による火山灰への対処の実践（網戸を二重にする→役立たず）を報告。 

4班 『看護覚え書』に沿った 
「生活の体系像」 

代謝一般を踏まえた上で、換気と保温、住居の健康、部屋と壁の清潔、ベッドと寝具類、

陽光、からだの清潔、食事、食物の選択と授業で用いた各論すべての意味と互いの連関を

説いていき、体系像として総括する。 

5班 『看護学原論講義』「人間の 
生活一般」を体系的にとらえる 

『看護覚え書』に沿った「生活の体系像」を踏まえて、『看護学原論講義』「人間の生活一

般」を体系的にとらえる試み。表6参照。 

6班 健康と生活 
～体系像からみると～ 

換気と保温、ベッドと寝具類、部屋の清潔について学生自身の生活の事実から学んで、更

に細胞の代謝モデルから各々の意味を捉え返す。 
難点は、冬のエアコンの風向きを19世紀と同様天井に沿わせていた事。22) 

7班 健康的な生活 
授業で用いた『看護覚え書』各論すべての意味と互いの連関を、現代の学生自身の生活の

こまごました場面において丁寧に捉え返す。 

 
 
表6	
 『看護学原論講義』「人間の生活一般」を体系的にとらえる	
 5班発表原稿（一部抜粋） 
私たちは『看護覚え書』各論が「生命とは？」にどのように繋がるかを考えた上で実践に移すことで、人間の生活を体系的

に捉えてきた。この体系像を『看護学原論講義』「人間の生活一般」に視点をおいて展開したい。 
生命が単細胞生物という形で地球に誕生した時から、摂取・自己化・排出という、地球との繫がりの中で代謝を繰り返すこ

とで生命を維持してきた。この代謝が止まってしまえば、生命を維持することは不可能になる。その代謝を基礎として生命は

進化してきた。人間はその進化の最高峰であり、他の生物と大きく異なるところは、認識が発達しているところにある。人間

は本能が薄れ、自身の認識によって生活を創るようになってきた。 
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以上をふまえて、『看護学原論講義』「人間の生活一般」を見ると、12項目で記されており、それらが更に大きく3つの項目
に分かれている。1番目、「生命を維持する過程」について、これらはすべて生命維持に必要な代謝に直結している項目である。
これを1つでも欠落させてしまえば、代謝は途絶え、生命を維持できなくなってしまうため、人間の生活一般の一番基本にな
くてはならないものである。2番目、「生活習慣を獲得し発展させる過程」では、1番の過程を基本にした上で、更にこの“代
謝”がよりスムーズに行われるような項目になっており、自分自身のライフサイクルをより健康的に整えていくために必要な

項目が揃っている。最後に人間には発達した認識というものがあり、人間は社会関係の中の一人として初めて人間になり得る

ため、3番目の「社会関係を維持発展させる過程」も、人間の生活一般に欠かせないものとなると考えた。 
これから、人間の生活一般の各項目をナイチンゲールの『看護覚え書』の各論とつなげ、実践してきたことや事実をもとに

3つの大きな項目ごとに説明していきたい。 
 

(1) 生命を維持する過程 
ここに含まれる、循環・呼吸・体温という項目はどれを欠いても生命維持に大きな危険を与える。ここで『看護覚え書』の

最初の章「換気と保温」を引用する。「看護者が細心の注意を集中すべき最初にして最後のこと、…それは《患者が呼吸する空

気を、患者の体を冷やすことなく、屋外の空気と同じ清浄さに保つこと》なのである」23)とあるように、換気と保温は生命の

維持に最も深いかかわりを持っている。…（以下実践例略） 
 

(2) 生活習慣を獲得し発展させる過程 
運動を各論の「変化」に位置づけた。休息・睡眠を各論の「ベッドと寝具類」に位置づけた。食を各論の「食事・食物の選

択」だと位置づけた。そこで食について取り上げる。（以下実践例略） 
排泄と衣と清潔は健康にとってどのような意味をもつかは、各論でいうと多くのことに結びつけられるが、今回はその中で

も、「ベッドと寝具類」、「陽光」と結びつけて具体を考えてきた。 
排泄というと、私の意識では、きちんと毎日排泄物を出せているかどうかというものだったが、汗などの水分も排泄物であ

り、衣服や寝具類などにその排泄物が吸収されている、ということも意識するようになった。それによって私も私の家族も生

活の中で変わったことがある。それは「布団」に対する考え方である。 
今までは体を冷えから守るものと考えていたが、布団は寝ている間に、肺や皮膚から排出された排泄物のたまり場でもある。

私の家では布団は週に一回、晴れた日に外に干していた。しかし、雨が降ったときや曇りの日は特に何もせず次の週に回して

いた。だから、雨や曇りの日が続いた場合、長期間大量の排泄物が布団に吸収されたままだったことになる。一日や一週間で、

どれだけ布団に排泄物が溜まるかということを家族にも説明すると、雨や曇りで布団を干せない日でも乾燥機を使って、布団

を清潔に保つようになった。私の家では同じ空間に皆寝ているので、一人が風邪をひくと数日のうちに家族に広まっていたが、

布団を清潔に保つことによって、家族の内誰か一人が熱を出しても、その熱が長引くことも、他の人にうつって広まることも

なくなった。このことで、排泄されたものをそのままにせず、清潔にすることで健康を保つことができるのだと分った。 
 

(3) 社会関係を維持発展させる過程 
労働と性と環境ということがある。人間の生活一般において労働は、健康にとってどのような意味を持つかというと、精神

面では労働の満足感、労働への意志、欲求不満からの解放、生きがいであり、物質面では生活資源の生産、労働能力の獲得、

技能の獲得、エネルギーの消費である。 
『看護覚え書』で労働は変化の章に書かれている。「ちょっとした針仕事や、…書き物、…掃除など、これができる病人の場

合、それは病人にとって何よりの救いとなる」24)とナイチンゲールは言う。 
この言葉を私たち健康な人間の生活一般におろして具体的に考えてみたとき、「家族看護論」の老人領域で学んだことに結び

ついた。生活満足度が高い世帯では生きがいを持っており自分のやりたいこととして仕事や趣味がある。またそこから充実し

た余暇を過ごすことができていて、その仕事や趣味を通して地域に友人や仲間がおり社会関係を維持できていること。その一

方で、生活満足度が低い世帯では特に生きがいを持っておらず、積極的な趣味がない、自分のやりたいことができない。それ

は食べるために働き続けていたりするためであり、結果として生活を楽しむ余暇がない状況が生じてしまっていることだった。

これらのことから趣味などの労働の満足感が健康な生活につながるのではないかと考えた。 
自分の生活で考えてみると、私たちの場合は大学で学ぶということが労働で、「学びたい」という意志で大学へ入学したので

あり、学ぶことで能力や技術を獲得している。また大学に通うことで社会関係も維持できている。このように私たちは健康な

生活のための労働を行っているのだとわかった。 
 




